
＜農地・水・環境保全向上対策と連携して効果的な取組を実施している事例＞

○ジャコウアゲハの増殖に向けたビオトープの整備

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岩手県 北上市 臥牛
き た か み し ふ し う し

協 定 面 積 田（99％） 畑（1％） 草地 採草放牧地
36ha 水稲、大豆 維持・管理

交 付 金 額 個人配分 48％
759万円 共同取組活動 担当者活動経費 3％

52％ 農業生産活動等の体制整備 6％（ ）
鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持管理費 34％
交付金の積立・繰越 7％
その他 2％

協定参加者 農業者 57人、営農組合（構成員40人 、非農家 5人）

２．取組に至る経緯

当集落は、北上山系の丘陵地にあり水稲の栽培が中心となっている。高齢化が進み不

耕作地が目立つようになり、平成12年度から担い手の確保や耕作放棄地の発生防止の取

組を行った。平成17年度からの第２期対策では、集落営農を目指し農作業の共同化や農

機具の共同利用、担い手への農作業の委託のほか、ビオトープを核とする「農地・水・

環境保全組織」と連携した地域住民との交流を集落全体で取り組むこととした。

３．取組の内容

平成17年度に設置したビオトープで児童による水生動物調査や生息の北限とされるジ

ャコウアゲハの生態調査と自然増殖を行っている。平成19年からは「農地・水・環境保

全組織」と連携し農村環境向上活動として生態系保全を図り、ジャコウアゲハの餌場の

拡大や調査結果の展示発表を行い地域交流を行っている。営農活動では化学肥料、化学

合成農薬を慣行栽培より５割以上低減した水稲栽培に取り組んでいる。

「 」 、 、平成18年度に集落営農組織 臥牛営農組合 を設立し 水稲の低コスト生産を目指し

育苗、耕起及び刈取りの作業受託を行っている。また、平成19年から、維持・管理を行

っていた水田に大豆の作付けを行い、不耕作地の解消に取り組んでいる。

ビオトープ臥牛と連携した活動 水路改修作業



［集落の将来像]
○ 水稲作業の共同化によりコストの縮減、集落営農組織の設立を目指すこととした。また、転作による
保全管理水田への高付加価値作物の作付けを行い農業収入の増加を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 景観作物の作付け及びビオトープ事業の取組を行う
○ 農作業の共同化と農業機械の共同利用を図る

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 景観作物作付け 認定農業者の育成
（田36ha、畑0.4ha） （景観作物として菜の花 （現在３名、目標３名）

を約0.2ha作付けた）
個別対応 共同取組活動

共同取組活動

水路・作業道の管理 担い手への農作業の委託
・水路20km、年2回 ビオトープの設置 （臥牛営農組合に水稲の耕起、

清掃、草刈り （6ヶ所を整備） 収穫作業を24ha委託(67%)、目
・道路13km、年2回 草刈り 標15ha）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時） 農地・水・環境保全向上

対策と連携
共同取組活動

農地・水・環境保全組織
（ビオトープ臥牛）によ
る水辺環境向上活動

４．取組による変化と今後の課題等

水田の有効利用を図ることを課題とし、臥牛営農組織と協力して収益の高い作物の作

付けとして、不耕作地にマコモタケやかぼちゃの試験栽培を計画している。臥牛とうふ

工房での豆腐加工の拡大を図りたい。

ビオトープを核として近隣住民との交流拡大を図り、集落の活性化を目指したい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 臥牛営農組合への農作業委託による農業生産の強化（当初6ha、目標15ha、H21実績24ha）
○ 臥牛とうふ工房で地場産大豆の豆腐加工を行い、市内の小中学校に食材としての提供と産直での販売
（256万円(H20)）
○ 水路補修（Ｕ字溝40ｍ）


